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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

1) 道路規格はどうか。
2) 幅員構成は。
3) 建築限界は十分か。
4) 平面線形はどう決めたか。
5) 視距はとれているか。

2

構造形式の選定
1)　落石および土砂覆工
・主梁はＲＣおよびＰＣとする。
・受台はＲＣ構造とし、山側受台は壁
式が望ましい。

1) どの形式か。

2)スノーシェッド
・主梁及び柱は鋼およびＰＣ構造とす
る。
・受台はＲＣ構造とし、山側受台は壁
式が望ましい。

　

3)基礎工において支持層または地表面
の傾斜が１０°を越える場合は、傾斜
の影響を考慮する。

4)アンカーによる補助工法は、原則と
して使用しない。やむを得ず用いる場
合は短期荷重を対象とする。

適用基準1

設計一般　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査①
確認資料 備考

該当対象
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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

設計一般　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査①
確認資料 備考

該当対象

5)荷重

対象荷重はどうか

単位重量は

2) シェッド種別ごとの対象とする荷重

注）○考慮する　△特に影響のある場合に考慮する　×考慮する必
要がない
注）・落石覆工には、土砂荷重は考えない
　　・スンーシェッドには、落石荷重及び土砂荷重を考慮して
　　はならない。ただし、斜面状況により雪崩に立木や土砂等
　　が混在することが予測される場合は別途、考慮するものと
　　する。
・材料の単位重量（kN/㎥） 鋼　　　　　　　　77
　　　　　　　　　　　　　鉄筋コンクリート　24.5
　　　　　　　　　　　　　ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ　　25
　　　　　　　　　　　　　無筋コンクリート　23

スノー

シェッド
アース

シェッド

○ ○

× ○

落石荷重 × △

× ○

× Ｏ

× △

○ △

○ △

△ △

△ △

△ △

△ △

△ △

○ ○

△ △

堆積土砂荷重

×流動土砂の掃流力

×崩落土砂の衝撃力

△

雪荷重

積　冑　荷　重

なだれ荷重 △

なだれの衝撃力

荷重の種類 ロック

シェッド

自　　　　　　　重

死荷重

○

緩衝材

（サンドクッション）
Ｏ

○落石の衝撃力

×

土砂荷重

△

△デブリ荷重

巻だれ荷重 △

沈　　降　　力 △

その他

土圧・水圧 △

○地震の影響

△そ　　の　　他
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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

設計一般　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査①
確認資料 備考

該当対象

厚さ

使用強度は

・緩衝材厚（目安）
　落石衝撃考慮　　0.90m→ﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ　90cm
　砂の単位重量　　18KN/m3を標準とする。．

・コンクリートの設計基準強度は
　下記を標準とする。
　　Ｐｃ部材　　　　60 N/mm²
　　Ｒｃ部材　　　　24 N/mm²
　

・PC鋼材
　　　　　　　　　　ＰＣ鋼材の物理定数

・鉄筋
　主梁、柱はＳＤ３４５を基本とし、

そのヤング係数は２.０×１０5ｋｇｆ／ｃ㎡とする。

SWPR
19L－21.8

312.9

導入時まで

-高温養生 1.0

導入後 1.51.5

SWPR
7BL－15.2

138.7

項　　　目

縦締・横締用
（ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ方式）

主梁用
（ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ方式）

SWPR
19L－19.3

243.7公称断面積（mm2）

ヤング係数（N／mm2） 2.0×105

1.5ﾘﾗｸｾｰ

ｼｮﾝ率
％

-
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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

設計一般　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査①
確認資料 備考

該当対象

・鋼　材（鋼製スノーシェッド）

3 コスト縮減 1) 詳細設計段階で更なるコスト縮減計画が提案・検討されたか。

4 電子納品 1)
富山県電子納品運用ガイドライン（案）（土木調査設計業務編）に
則った電子納品となっているか。

鋼材の種類 鋼材記号

SS400

SM490Y

2.鋼　　管 STK490

3.屋根材料

ＳＤＰ１．ＳＤＰ２

ＳＤＰ３

形状
AI)A16～APA60

4.接合用鋼材
F10T
F8T

6.鋼　　棒
SR235
SD295

JIS Z3211
5.溶接材料

軟鋼用被覆アーク溶接棒

JIS Z3212 高張力鋼用被覆アーク溶接棒

JIS G3112 鉄筋コンクリート用鋼棒

規　　　　　　　　　　　格

1.構造用鋼材
一般構造用圧延鋼材JIS G3101

JIS G3106 溶接構造用圧延鋼材

JIS G3444 一般構造用炭素鋼鋼管

JIS G3352 デッキプレート

JIS B1186

摩擦接合用高力六角ボルト・

六

角ナット
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追加項目記入表

確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印

を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

設計一般　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査①
確認資料 備考

該当対象
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確認
確認日

該当対象
項目を抽
出し○印
を記入

照査を完
了した項
目につい
て○印を
記入

その日付
を記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

1

荷重の組合せと許容応
力度の割増
（１）落石覆工

1)

応力度の照査はどうか。

ロックシェッドにおける荷電の組合せおよび許容応力度の割増し

（注）表中○印は考慮する。△印は現地状況により考慮する。○印内数字
は荷重に乗じる係数を示す。

（２）土砂覆工

アースシェッドにおける荷重の組合せおよび許容応力度の割増し

（注）表中○印は考慮する.△印は現地状況により考慮する。○印内数字
は荷重に乗じる係数を示す。

上部工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査②
確認資料 備考

該当対象

積

雪

雪

崩

雪

崩

衝
撃

デ

ブ
リ

巻
だ
れ

沈

降

力

○ 1.00

○ ○ 1.50

積　雪　時 ○ ○ 1.00

なだれ時 ○  1/2 ○ 1.50

なだれ衝撃時 ○  1/2 ○ 1.50

デ　ブ　リ　時 ○  1/3 ○ 1.00

巻だれ時 ○ ○ ○ 1.00

沈降力時 ○ ○ ○ 1.00

○  1/2 ○ 1.50

雪　　　荷　　　重

許容応力度の
割増係数

落

石

荷
重

死

荷

重

　　荷重の種類

荷重
組合せヶ－ス

地

震

常　　　　　　　時

落　石　衝　撃　時

雪

荷

重
時

地　　震　　時

積

雪

雪

崩

雪

崩

衝
撃

デ

ブ

リ

巻

だ

れ

沈

降

力

堆

積

土

砂

荷
重

流

動

土

砂

荷
重

崩

落

土

衝

撃

荷
重

○ 1.00

堆積土砂時 ○ △ ○ 1.00

流動土砂時 ○ △ ○ 1.50

崩落土砂衝撃時 ○  1/2 ○ 1.50

○ 1.50

積　　雪　　時 ○ ○ △ 1.00

な　だ　れ　時 ○  1/2 ○ △ 1.50

なだれ衝撃時 ○  1/2 ○ △ 1.50

デ　ブ　リ　時 ○  1/3 ○ △ 1.00

巻　だ　れ　時 ○ ○ ○ △ 1.00

沈　降　力　時 ○ ○ ○ △ 1.00

○  1/2 △ ○ 1.50

常　　　　　　　　　時

落石衝撃時

荷
重

時

土
　

砂

地　　　震　　　時

雪

荷

重

時

         荷重の種類

荷重

組合せヶ－ス

雪　　　荷　　　重
落

石

荷

重

死

荷

重

土砂荷重

許容応力度

の割増係数

地

震
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確認
確認日

該当対象
項目を抽
出し○印
を記入

照査を完
了した項
目につい
て○印を
記入

その日付
を記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

上部工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査②
確認資料 備考

該当対象

（３）スノーシェッド

荷重の組合せおよび許容応力度割増

(注)表中○印は考慮する。○印内数字は荷重に乗じる係数を示す。

2

屋根勾配
　・落石覆工
　・土砂覆工
　・スノーシェッド

1)

勾配は。
　・落石覆工　　　　　　　　　５％
　・土砂覆工　　　　　　　　１０度
　・スノーシェッド　　　　　１０度

3 コスト縮減計画 1) 詳細設計段階で更なるコスト縮減計画が提案・検討されたか。

積

雪

雪

崩

雪

崩

衝
撃

デ

ブ

リ

巻

だ

れ

沈

降

力

地

震

風

○ 1.00

積　雪　時 ○ ○ 1.00

なだれ時 ○  1/2 ○ 1.50

なだれ衝撃時 ○  1/2 ○ 1.50

デブリ時 ○  1/3 ○ 1.00

巻だれ時 ○ ○ ○ 1.00

沈降力時 ○ ○ ○ 1.00

地　震　時 ○  1/2 ○ 1.50

風荷重時 Ｏ ○ 1.20

常　　　　時

雪
荷
重
時

その
他

雪　　　荷　　　重死

荷

重

許容応力度の
割増係数

     荷重の種類

荷重
組合せヶ－ス

その他
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追加項目記入表

確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印

を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

上部工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査②
確認資料 備考

該当対象

⑩－S2－4



確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

1) ボーリング箇所数。
2) 支持層は。
3) 地質の分類は。
4) 傾斜は。
5) 地盤の動的性質の必要は。

6)

設計水平震度の設定は。
                  Ｋｈ＝ＣｚｘＫｈｏ
　　　　　　　　　　　　Ｋｈ　：設計水平震度（小数２位）
　　　　　　　　　　　　Ｃｚ　：地域別補正係数
　　　　　　　　　　　　ＫｈＯ：設計水平震度の標準値

7)

現地の状況は。
　１）迂回路はあるか。
　２）施工中の交通は。
　３）資材等の場所は確保できるか。
　４）資材搬入長さの最大は。
　５）法面の安定は。
　６）地すべりや傾斜崩壊の可能性は。

1) 計算に用いた数値
2) 裏込土の設計定数は、土質試験により決定するのが望ましいが、材料を設

計時点で特定できない場合は事項の表を参考として良い。

　　　　　　　　　裏込め土のせん断定数と単位体積重量

注1）きれいな砂はれき質土の値を用いてもよい。
注2）この表から土質定数を推定する場合，粘着力（c）は無視する。
注3）地下水位以下にある土の単位体積重量は表中の値から9kN/㎥を差し
引いた
　　値としてよい。

3 コスト縮減計画 1) 詳細設計段階で更なるコスト縮減計画が提案・検討されたか。

土圧
（１）土の単位重量
　　（kN/㎡）

1

基本調査は行われている
か。
（１）地盤の調査
（２）地下水位の調査
（３）耐震設計の為の調査

　（４）施工条件の調査

下部工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象

2

裏込め土の種類

れ　き　質　上

砂　　質　　上

粘性土（ただし，

ＷL＜５０％）

粘着力（c）注２）せん断抵抗角（φ） 単位体積重量（γ）

20kN/m335° -

19kN/m330° -

25° - 18kN/m3
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追加項目記入表

確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

下部工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象
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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

安定計算
・基本

1) 基礎形式は。
　　　　　常時、地震時（震度法）、暴風時における各基礎の安定照査項目

　　　　　　　　Ｏは根入れ部分で荷重を分担する場合

　　　　　　　　　　各基礎の安定照査の基本と設計法の適用範囲

［　］：前面地盤面の水平抵抗を期待する場合についてのみ照査を行う。
 Ｌｅ ：基礎の有効根入れ探さ（m）

  β　：基礎の特性値（m-¹），β＝４√（ｋ ＨＤ/４ ＥＩ）

 Ｅｌ ：基礎の曲げ剛性（kN・m2）
  Ｄ　：基礎の幅または直径（m）

 ｋＨ　：基礎の水平方向地盤反力係数（kN/m
3
）

　　　　　　（β　Ｌｅの判定には常時のｋＨを用いる。）

1

基礎工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象

滑　動転　倒

　　　照査項目

基礎形式

支　持　力
水平変位

水　平鉛　直

直　接　基　礎 ○(○)○ ○

○ケーソン基礎 ○○

杭　　基　　礎 ○○

○鋼管矢板基礎 ○

○○地中連続壁基礎 ○

設計法の適用範囲

を示すβ￡sの目安
基礎形式

基礎

の

剛性

評価

照査内容

転倒 鉛直支持 水平支持・滑動・水平

　　　　変位

照査面 照査面照査項目 照査項目 照査項目

底　　　面

　〔前面〕
   １  ２  ３　４せん断抵抗力

　〔受働抵力〕
底　面 支　持　力

荷重合力の

作用位置
剛　体直　接　基　礎

弾性体底　　　面

設計地盤面
支持力度 せん断抵抗力

水　平　変
-ケーソン基礎 底　面

- 支　持　力 設計地盤面底　面鋼管矢板基礎 水　平　変　位 弾性体

弾性体せん断抵抗力

水　平　変
- 底　面 支持力度地中連続壁基礎 底　　　面

設計地盤面

杭

基

礎

設計地盤面

有限長杭

- 頭　部 水　平　変　位 弾性体支　持　力
半無限長杭
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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

基礎工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象

2 支持層への根入れ 1) 根入れ長は、十分か

3

直接基礎
1)滑勣に対する安定

1) ・基礎底面に作用する水平力と下記で求めた許容せん断抵抗力との安全率は、

　常　時　　１．５
　地震時　　１．２
　Ｈｕ＝ＣＢＡｅ十ＶtanφＢ

　ＨＵ：パ基礎底面と地盤との間に働くせん断抵抗力（kN）
　ＣＢ：基礎底面と地盤との間の付着力（kN／㎡）
　φＢ：パ基礎底面と地盤との間の摩擦角（度）
　Ａｅ：有効載荷面積（㎡）
　 Ｖ ：基礎底面に作用する鉛直荷重（kN）
　　　　ただし、浮力は差し引く

2)転倒に対する安定 1) ・作用する荷重の合力の作用位置は、常時には底面の中心より底面幅の１／６以内.
　　　　　　　　　　｜ｅ｜≦Ｂ／６

　地震時には、底面幅の１／３以内
　　　　　　　　　　｜ｅ｜≦Ｂ／３

・直接基礎底面における鉛直地盤反力は、底面地盤の許容鉛直支持力を越えてはなら
ない。
　地盤の極限支持力に対して、下記の示す安全率が確保されなければならない。

　常　時　　３
　地震時　　２
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確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

基礎工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象

3)基礎地盤に対する安
定

1) 地盤の極限支持力
　Ｑu：Ａe｛αｋＣＮｃ＋ｋｑＮｇ十１／２γ₁βeＮγ

　　Ｑu ：荷重の偏心傾斜を考慮した地盤極限支持力（kN）
　　Ｃ　：地盤の粘着力（kN/m²）

　　ｑ　：上載荷重（kN/m²）＝γ₂Ｄｆ

　　Ａe ：有効載荷面積（㎡）

　γ₁γ₂ ：支持地盤及び根入れ地盤の単位体積重量（kN/m³）
　　　　　 　ただし、地下水位以下では水中単位重量を用いる。

　　Ｂe 　：荷重の偏心を考慮した基礎の有効載荷幅（ｍ）
　　　　　Ｂe＝Ｂ－２ｅＢ

　　Ｂ　　：基礎幅（ｍ）
　　ｅＢ 　：荷重の偏心量（ｍ）
　　Ｄf　　：基礎の有効根入れ深さ（ｍ）
　　α、β：基礎の形状係数
　　ｋ　　：根入れ効果に対する割増し係数
　　Ｎｃ､Ｎｇ､Ｎγ：荷重の傾斜を考慮した支持力係数

次頁に最大地盤反力の上限値を示す

⑩－S4－3



確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁

等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

基礎工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象

・最大地盤反力の上限
値

(土砂の場合)
常時においては下表の値を上限値としている。

　　　　　　常時における最大地盤反力度の上限値

(岩盤の場合)
極限支持力が推定困難なため地盤反力の上限値で決定する。

　　　　　　　　　　　　　岩盤の最大地盤反力度の上限値

注）ただし，暴風時は地震時（震度法）の値を用いるものとする。

4 杭基礎 1) 杭基礎は、良質な支持層に支持させる支持杭を原則とする。

2)
杭基礎に作用する荷重によって生じる各杭頭部の軸方向反力は、杭の許容支持力を越
えてはならない。

3) 杭基礎の変位量は、許容変位量を超えてはならない。

5 コスト縮減計画 1) 詳細設計段階で更なるコスト縮減計画が提案・検討されたか。

地盤の種類 最大地盤反力度（kN／m2）

700砂れき地盤

砂地盤 400

200粘性土地盤

亀裂が少ない

亀裂が多い

目安とする値

常時
地震時
(震度法)

岩盤の種類

硬

岩

軟岩・土丹 600

最大地盤反力度（kN/m2）

孔内水平載荷試験による
変形係数　(MN/m2)

一軸圧縮強度
　(MN/m2)

10以上
3,7502,500 500以上

1,000
500未満

1,500

900 1以上
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追加項目記入表

確認
確認日

該当対象項
目を抽出し
○印を記入

照査を完了
した項目に
ついて○印
を記入

その日付を
記入

確認できる資料の名称、頁等を記入
（例）関連基準類、過年度成果の該当頁　等

設計業務等照査要
領の概要「６．そ
の他記載等にあ
たっての留意事
項」を参照

基礎工　照査項目一覧表

No. 照査項目 照査内容

照査③
確認資料 備考

該当対象
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